









今を去る13年の昔、1982年の 2 月末に私は琉球大学客員教授として 那覇に暮らし、沖縄
のユスリカの研究に熱中して いた。 そのある日、私の研究室の電話機が鳴るので取り上げ
てみたと ころ、“富山医科薬科大学の田辺です" というお名乗りの上、“本学はあなたを学















1 日には東京から自分の車を運転して 富山に向かった。 親不知の険を越えると午後4 時 こ









それからあとの6年間の学長生活は、 毎日が嬉しく、 楽しく、 有益な時間の連続であっ















山 崎 高 庭、
光陰矢の如しというが、本学が設置されてから この平成7 年10月 1日を以て2 0年を数え


















の設置をうたってきた。 文部省としては、平成 2 年頃までは依然として、新設医科大学に
医療短大を設置する意向はなかったように記憶している。 しかし こ こ数年来、急速に高齢
化社会が出現し、 これに伴って、疾病構造が著しく変化して来た こともあり、 これまでの
看護のあり方も多岐に亘り、かっ高レベル看護が要求されるようになって、今までの体制
では対応出来ないような状況が出てきた。 そのため文部省は、平成 3 年頃になって、4年
32 随 想
制の新構想看護学科設置を考えるに至った。 幸いに、 本学がその第 1候補の一つに選ば
れ、 当時の押田事務局長の努力もあって、 平成 5 年度に第 1 着に創設され、 早くも学年進
行3年目となった。 完成年度後は、 修士課程も設置されることになっており、 指導者養成
を兼ねた、 充実した看護体制が出来上がることと考えられ、 喜びに堪えないところであ
る。
一方薬学部においては、 平成 4 年薬学部100周年の記念事業が行われ、 和漢薬研究所も
一昨年研究所開設30周年の記念式典が行われた。 私にとっても、 わが故郷のお祝いとして




私は昨年、 大学の皆様から送り出していただいた時に、 来年は開学20周年になるが、 是
非20周年記念事業をやって下さいと申し上げた。 一つには、 開学に際して、 中心的役割を
果たした人々が、 20年も経っとほとんど代替わりでいなくなることと、 もう一つは、 20年








































医学部、 薬学部研究棟の完成等と続 きました。 51年度は、 医学、 薬学部共に中部高校の古
い建物で教え、 われわれ薬学部は両大学に学生を持ち、 講座も初年度は薬化、 物理、 薬作
の3講座から順次医薬大に移り、 最後は衛生講座であって、 その柳田友道先生は富山大学
の薬学部長を最後に富山大学に残り、 学長もされましたが、 この割愛を決めたのは、 54年
から医薬大の初代薬学部長に選ばれた私でありました。
最初の本学評議員から 2 期の学部長と副学長の任期を終わるまで12年間評議員を務めた
のもトップバッターである薬化学講座を引 き受けた故であります。 この聞は忙しく、 今本




究所所長と公害研究所長を務められた有名な佐々筆先生を迎え、 4 月に着任され、 病院長
は千葉大内科の熊谷朗先生、 私は佐々筆先生の知遇を得て教育研究・厚生補導担当の副学
長を務めることとなり、 事務局長は岩間徹三、 矢田恒雄、 明野清和、 小川克也の各氏と変
わりましたが、 特に国際交流は学長が国際人であった関係上著しく進み、 会館の設立、 留































記念すべ き開学20周年を迎えられるに当たって、 一時期、 富山医科薬科大学に職を奉じ
た者として、 この10年が本学にとってどんな年月であったか、 ぜ、 ひとも知りたいと思いま
す。
ちょうど10年前、 開学10周年記念の折には小生は医療担当副学長として記念式典に参加
しましたが、 その後の10年について考えてみると、 世界の政治、 経済、 文化、 学術などの
各分野に、 過去の 1世紀にも対比で きるぐらいの大 きな変化がもたらされた時代であり、
その聞の本学の歩みはどうであったか、 どのような変化・発展が見られたか、 といったこ
とに関心を持たざるをえません。 ですから、 この10年の大学史や成果が分かる記念誌、 記
念会を心待ちにしている次第です。
10周年記念の式典では、 ノーベル化学賞に輝く福井謙一博士の「研究と創造」と題する
















れらの組み合わせによる生命体の再統合という ことになるでし ょ う。 生命体を構成する最
小単位の物質といえば分子生物学の対象であり、種々の物質の発見の中でも生命に最も近
い D N A、ウイルスなども、構造より機能まで明らかになりつつあり、生命の本質の解明
にかなり近づいて います。 生命の問題の後に重要なのは意識や心の問題で、 これは未知な
がら大切なテーマだと思います。


















前 副 学 長





員、 高田分校主事 (3 期6年余) としてくぐり抜けて郷里の富山医科薬科大学に配置換え




着任早々51年 8 月より評議員として大学運営の一環を担い59年 7 月まで 8 年間在任し
た。 当時山崎副学長 (前学長) のもとで学生委員会、 教務委員会がつくられ、 それらの副
委員長を、 また委員を代々の副学長のもとで勤めた。 したがって、 在職最後の 4 年間 (副
学長は教務委員会、 学生委員会の委員長でもある) をも含めて、 17年余の在職中の半分以




さて、 今述べたことを伏線として、 私の研究や教育のことは差し置いて、 学生の教育、
厚生補導に関して思い出すままに、 二、 三記してお きたし 3。 我田引水のところも少なくな
いと思われるが何卒平にご容赦をお願いしたい。
2 学内の掲示等の規制について
全国の大学、 短大等における掲示 ( 集会) 等の規制については、 無制限に学生の自 由を
尊重し、 許可制や届出制を行うべ きではない、 という学生 (自治会) 側の意見に対して、





わっていない)。 しかし附属病院を持ち、 多くの社会の人々 が出入りする本学としては何
としても他大学の形を持ち込んではならないと、学生委員会、学生課、学生(自治会) と
の聞で話し合いが行われ、 他大学にない静かな、明るい環境のもとで研究、教育、 勉学や
サークル活動が展開できるまでに漕 ぎつけ得た ことは、 小 ぢんまりした大学での教職員と
学生の人間的なつながりのお陰であると誇りさえ感じている。 今後も このような形で推移
してほしいと思っている。 評論家でもある江藤淳氏(当時東工大教授) は、 大学祭の講演
に招かれて、 ついでに医薬大を見学、 視察された。 「日本にも このようなすばらしい自然
環境と立看板やごみのないきれいな大学があるとは知らなかった。 日本も漸くアメリカの
大学並みに環境が整った」と賞賛され、 後で雑誌にも この ことを書いて褒られた。 一つの
嬉しい評価でもある。 中味の研究・教育も努力すべき永遠の課題でもあると思う。
3 立山一泊研修について









希望に満ちた入学式(平成4 年4 月10日) を終えた西山敬人君は4 月18日交通事故に遭
い(車にはねられ)、 4 月23日富山医薬大で病院の先生方、 看護婦たちの努力も及ばず逝










渡 辺 正 男
このたび富山医科薬科大学の開学20年ということでまずはおめでたい限りであり、 心よ
りお祝い申し上げます。 20年といういわば成人 に 達したわけで、 わが身の年齢を忘れて感
慨 ひとしおなものがあります。
小生、 医学部保健医学講座の開設ととも に 赴任しましたのは開学後 5 年目でありまし
た。 しかし、 講座開設 に 伴う種々の計画 に は開学当初から関係しており、 また教養課程の
保健体育の講義も頼まれていましたので、 一年次学生から講義もして きました。 当時はも
ちろん大学の建物は建築の最中であり、 早期 に 赴任された先生方は富山県のいろいろな施
設 に 分散しており、 講義は主として富山中部高校の教室を借りて行われておりました。 一





うと、 そ の後の卒業生も含めて限りない頼もしさを感じない訳 に はい きません。 しかし、
この20年間の世の中の変化を見ますと、 そ の激しさ に は目を見張るものがあります。 医学
の世界を見ても、 エイズの蔓延、 D N A 診断、 遺伝子治療、 さら に は体外受精等々、 われ
われ身近 に 研究 に 携わっていた分野で夢のよう に 思われていた課題が次々と実現されつつ
あります。 また世界の政治の情勢も一変してしまいました。 大 きな戦争の危険は遠ざかっ
たか に 見えますが、 多くの地域で今なお戦いの絶えない状態 が続いており、 またごく最近
では、 阪神大震災、 オ ウ ム 教問題など、 天災や不気味な社会現象 ? に 振り回されておりま
す。 こんなことを考えて行 きますと、 果たして人類は進歩しているのかどうか、 不安を感
ずるのは私ばかりでないであろうと思われます。
また、 身近な回りのことを見回しても、 日本経済の変動は早晩、 われわれの大学 に も重
大な変革を迫ること に なりかねないと思われます。 ただ今外から見ている限り、 直接の動
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この度、 富山医科薬科大学開学20周年記念誌を発刊される 旨ご連絡を戴 き、 心から御祝
いを申し上げます。 何か随想、等について所感を寄せられたしとのことですので、 改めて本
学の沿革史をひもといてみました。 国立学校設置法の一部を改正する法律の施行により昭
和50年10月 1 口 医学部及び附属 図書館、 51年 4 月 1 日薬学部、 53年6月 1 日和漢薬研究所
設置とあり、 「その時点で世界にも例をみない、 ユ ニー ク な大学として発足したのだな




私が医学部教授 ( ウ イルス学) に内定したのは51年、 非常勤として講義を持ちました。
富山中部高校の旧校舎で真冬豪雪の中でした。 正式に赴任したのは53年 4 月 1 日、 呉羽丘
陵の竹林や杉林が立山おろしにし きりと揺れている頃でした。 平松学長、 小林副学長や山
崎副学長をはじめ教職員の方々の絶大なご支援により、 新設医科大学として最初の ウ イ/レ
ス学教室が順調な滑り出しを得たことは今も忘れられません。 また、 助教授として共に赴
任した落合宏君が今や医学部看護学科の教授として活躍し、 助手の林京子、 黒川昌彦君ら
も、 後任として赴任された 白 木公康教授の下で研究を重ねられたこと、 さらに教室が教
育、 研究、 学会活動等に成果をあげられ、 国内外の評価を高めておられることに感激して
おり、 今後益々の発展を期する所以であります。
次に、 在任中の想い出として二、 三触れてみたいと思います。
就任後、 最初に命ぜ、られたことは、 医学教育検討委員会委員としてカリ キ ュ ラム と学年
進行に関して検討するようにとのことでした。 そこで片山教授、 伊藤教授等と相計り、 文
部省基準を遥かに超過した講義時間の短縮、 調 整から始め、 何とか目標に近づけ得まし





し、 知識の体系を持ち、 分析力、 理解力、 判断力、 総合力、 創造力、 構成力や表現力等を
評価する必要性に鑑み、種々勉強もさせられました。 一例として、「小論文得点と高校調
査書学習成績ならびに医学部入学成績、 進級状況との関係 J(庭山、 加須屋、 片山、 川





させられた こともありました。 なお、 在任中に第四期建物竣工でセンターの完 工が成り、
60年6月22日、 センター竣工式を挙行できた ことは喜び、の一つです。
そのほか、ちょ っとした ことですが、57年の豪雪で講義実施難航の中で、 6年次臨床実








富 山 医科薬科大学関学二十周 年 に 当 た り
前和漢薬研究所教授







私は平成 4 年3月本学を退官した者ですが、 その後、 諸先生方のご好意により現役時代
の仕事を続けさせて頂いている果報者で、 常々先生方のご高配を感謝致しております。
昭和28年富山大学薬学部を卒業後、 分析化学教室に入れて頂 きました頃を振り返って見
ますと、 学部の規模は基礎的な講座が6� 7 講座の小さいものでして、 現在は学際領域の
講座が増えて15講座 ( 附属薬用植物園を含 む ) に、 富山大学薬学部に付設された研究施設
からさらに研究所に昇格した和漢薬研究所の 8 部門 (客員部門を含 む ) 加えて23講座 (部
門) で約3 倍に増大発展しています。 研究実験設備も当時は誠に粗末 で、、 学生実習の陽イ
オン分析をするのに、 硫化水素発生装置を置く ド ラ フトとして実習室の中ほどに1. 5坪位
の三方窓の付いた小部屋が飛び、 出して付けられており、 今日であれば排気装置も付いてい
るのですが、 排気は三方の窓を聞けて自然排気するので、 風の強い日はガスが逆流して、
ガス中毒で倒れる学生もいました。 また、 赤外線吸収スペ ク トルを測定するのに、 当時日
本に測定器が数台しかなく、 私達は最も近くにあった大阪市立大理工学部 ( ? ) へ夜行列
車で行 き、 測定して頂いて午後の汽車で富山に帰ったりした苦労が思い出されます。
現在のように諸設備、 機器類が完備した本学は当時想像もで きませんでした。 特に医学







大学での思 い 出 、 回想
前薬学部教授
森 田 直 賢
富山医科薬科大学が創立されて、 今年20周年の記念の年となり、 本当 に おめでとうござ
います。 思う に 大学の今日の繁栄は、 古く、 長い歴史のある富山の売薬の伝統から培われ
て生まれて きた薬学部および和漢薬研究所と新たな医学部とを統合したユニー ク な大学と
して創立されたこと に 起因するわけであります。 そして、 その意図するところは、 富山の
もつ和漢薬、 漢方薬からの医療である東洋医学と西洋医学とが一体融合すること に あり、
今後の日本の医療の発展 に 大 きな貢献あることを希うものであります。
古く、 富山薬学専門学校から、 学制改革 に よって富山大学薬学部へと歴史が変わり、 そ
して昭和51年 に はー県一医科大学構想の富山医科薬科大学が創立されたわけですが、 私は
富山薬専以来の勤続を続け、 医薬大 に も席を置 き、 平成 5 年3 月 に 退官致しました。 その
勤務中、 最後の10年間での一番忘れられぬ思い出は、 昭和60年3月~昭和63年3月までの
3カ年 に わたって行った南米パラグアイ国の薬草の化学・薬学的研究でありました。 これ
は国の J 1 C Aの国際研究の一環で行うこと に なり、 当大学薬学部生薬学教室、 薬用植物
園、 そして当大学医学部薬理学教室の教官13名と現地パラグアイ国のアスン シオン大学化
学部大学院の教官10余名で互い に 現地 に 赴 き共同で研究を推進しました。 パラグアイ国は
南米の心臓部 に 当たり、 アマ ゾン河上流の地方 に位置し、 世界の三大肥沃地と言われ、 多
くの薬草が生育していて、 きわめて興味を感じる所であって、 本研究 に 大 きな夢と期待を
持ったものであります。 現地の市場では、 無雑作 に 縄で縛って薬草が雑然と売られてい
て、 薬効を聞くと、 咳、 疾、 健 胃 、 整腸緩下、 下痢止、 婦人病、 強壮などでした。 そこ
で、 本研究をする に 当たって、 最初、 何を目的として取り上げようかが大変なことでし
た。 幸い に 富山大学の後半頃から、 各種の病態 に おける酵素の阻害作用研究の延長という
ことで、 多 数の現地の薬草のス ク リーニ ングテストに よって、 研究対象の薬草をいち早く
選定することが出来たことが大 きく、 約 70種の薬草 に ついて、 糖尿病、 肝臓病、 高血圧
症、 リ ウ マ チ 、 それ に 抗炎症作用など に ついて、 各教官は一丸となって研究を行い、 この
結果、 約40報の論文をまとめ、 学会 に 報告した次第であります。 そして研究の最後の締め
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くくりとしてパラグアイ薬草 写真集と、薬草 の標本200種を本大学資料館(二階) に全国
で初の標本として陳列 出来た ことは最上の喜びでありました。 この研究に協力して下さっ
た各先生方に心から感謝の意を表するものであります。
そして、本研究に関し、昭和62年 2 月27日東宮御所で皇太子殿下(現天皇陛下) より、
急ぎ参内を命ぜられ、本研究について詳しく約 1 時間余り御進講を申し上げる ことの出来
た ことは無上の光栄で、ありました。 途中で、パラグアイは甘味料の植物のステ ピアの原産
地と聞いているが、どんな状態になっていますか、 と の御下問があり、び、っくりしてしま
い、私はチームリー夕、ーとして4回現地へ行ったにもかかわらず、山野を歩く ことは 少な
し ど こで栽培しているのか、またど こに自生しているのか全く知らず、往生してしまい
ました。 幸い、殿下はすぐ、ドイツ や日本で勝手に持ってきて、どんどん栽培している こ
とは失礼な ことですね、とおっし ゃ り、困った私を繰されたお言葉を頂き、ほっとした次
第でした。
以上のように国際的に研究が出来、各先生方にも南米に出向いていただいて、大いに見




富 山 医科薬科大学将来計画へ の提言-
前医学部教授
山 本 亘子 一-d じρ
本学では既に十年誌 (昭和61年) の編纂がなされており、 附属病院でも10年誌 (平成元
年) 刊行に続いて、 最近手術部、 輸血部等各診療部の類似企画が実施され、 いわ ゆる創設
メ ンバーが記し残すべ き往年の回顧の種は尽 きた感がある。 温故が知新のために必要であ
るとすれば、 拙稿提出の幸運に浴した機会に、 須く本学の将来像を描いて後継諸賢のご関
心を得たいと願う次第である。 もし老 妻の妄言にわたる点あらば何とぞご海容を乞う。
1 .  富山医科学総合大学 Toyama University of Medical Science (仮称) への発展
を期待
平成 5 年概算要求に結集された医学部看護学科設置への直接作業は、 申すまでもなく片
山副学長始め当時の準備委員、 事務局各位の粉骨砕身の賜物であるが、 それの企画自体は
昭和58年設置の医学部将来計画懇談会 (当初定員問題検討会) での策定案に匪胎してい
る。 すなわ ち 、 同懇談会での検討に供された本学将来像のモ デ ルの一つに Medical Uni 
versity of South Carolina の組織があった。 同大学は、 医、 薬、 歯、 看、 衛生検査、 理
療、 その他あら ゆる健康科学にかかわる専門領域の学部、 学科のほかに、 医療に寄与する
人文社会学、 心理学、 哲学等から、 さらに経済、 理工、 化学に至るまで、 およそ広義の医
学の開発に必要な全分野を網羅してつくられている。 当該資料を福井医大高橋女史より遺
贈された時、 これぞまさにわが大学の進むべ き道と見、 眼から鱗の落 ち るような思いがし
たこと、 今もって脳裏に鮮明である。 しかし当時 (今なお実質は変わらないのであろう
が) の国家財政、 文教予算の制約と、 また官制の通弊でもある横並び方式 諸他医校に較
べてあまり毛色の違ったものは好まれない に追従せざるを得ないことから、 大風 日 敷は
引っ込め、 ともかく看護学科一つの設置を得ただけでも大成功と言われる現状であること
を認めざるを得ない。 また医科学総合大学とは言っても、 専門学科 (部) はともかく、 そ
れら専門学科を支える人文、 理工系諸学科 (部) の教員方が、 従来の総合大学におけるそ










いて、それを一概に規定する ことは必ずしも容易ではない。 しかし私が J 1 C Aの医療協
力に参加して 、アジア諸国を始め、アフ リ カ、中南米等の各途上国の30余個所に展開され








ではないかと考える。 それに属する研究領域として は、差し 当たり各種感染症研究 と 臓器
移植 と があげられよう。 1990年代に入ってわが国の O D A実績は米国のそれを超えて 世界
ーを連続4 年維持しており、 平成7年度予算総額 3 兆1，000億円は、 同年度文教予算総額
に較べて もその半ばを超える巨額である。 そのうち技術協力予算は3，100億 円(10%) を
占めている。
既に国際医療協力の場に参加されて いる少なからぬわが国諸大学の研究者た ち に伍し




永 田 正 典
富山医科薬科大学創立20周年、 誠におめでとうございます。
在職中の思い出に残る人は “故松 田 健史教授" で、 開学以来15年間親しくお付 き合い頂





られ、 全国遺伝相談委員もなさっておられたようで、 遺伝相談には本人の性格、 家系等の
調査が重要と考えられますので、 学生の応対にしてもいろいろと調べて きめ細かく面倒を
みておられたようで、 感心致しました。 なに不自 由なく過ごして来た学生の生活指導ほど
難しいものはないと痛感したものです。
難しいといえば私が中学 4 年の時、 同期生一同でストライ キ を起こしました。 昭和20年
10月26日要求書3 項目で、 1 . 校訓|の改訂 (戦時中無理に変えたもので自 由 主義に相応し
くないので元に戻すこと) 、 2 . 二教諭の暴力に反対し、 教諭の辞職を要求する (授業時
間に体罰を課せられて病院で治療を受けた者が出たこと) 、 3 . 登校時の巻脚半を廃止せ
よ、 を、 代表が校長に突 き付けて起 きたもので、 敗戦により、 今までの強制的な抑圧から
の急 激な解放感が乱暴な行動に走らせたものと思います。 その時の担任の先生が必死に
なって説得されたことを記憶しておりますが、 “青春の血の騒 ぎ" とでも言いますか、 一
時期何かと先生方に盾ついてみたい時期のためで、 世相には関係ないことのように思えま
す。 このように考えますと、 私も偉そうなことを言える柄でないと思います。
話が変わりますが社会規模が大 きく変貌し、 極度に複雑化した事象の局面的、 部分的処
理では、 その変化に十分に対応で きず、 特に情報処理科学の急速な発達に伴い医学、 薬学
の研究分野に革新的な変革が求められ、 文部省の大学教育方法の改革と相まって “自己 点







薬学部の方は1992年に医療法の改正で “薬剤師が医療人" である ことが盛り込まれて以
来、 病院で薬剤師が医療現場で医療チームメンバーと して服薬指導を行っており、 医師、
患者から医療薬理に強い薬剤師の参加が期 待されております。 これは最近の生命科学の進
歩が目覚ましく、治療薬として効果を高め、健康回復に大きな役割をもっ反面、副作用な


















20年という年月が長いのか短いのか、 よ くは分からないが、 つい自分の歳を忘れて、 も
うそんなになったのかと思ってしまう。 大学が出来た頃のことは、 少し記憶が怪しくなっ
ているが、 建設予定地の斜面を プル ドーザや シ ョ ベルカーが騒音をま き散らしながら右往
左往していた光景などは今でも よ く覚えている。 その頃は余裕たっぷりにみえた大学の敷
地も、 最近では建物が立ち並び、 たまに大学を訪問しで も、 駐車スペースにも困る程であ
る。
変貌を遂げたのは大学の中だけではない。 その昔、 立山合宿に参加して新入生に感想を
聞いたところ、 「初めて大学に来た時、 駅からパスに乗ると車は間もなく町を離れ、 まわ
りの景色がだんだん淋しくなって きたと思ったら、 そのうちトンネルに入ってしまって、
どんな山の中に行くのかと心細くなった。 」と話していた。 今でも、 パスの車窓の風景は
大差ないと思うが、 トンネルを抜けてからは様相が一変してしまった。 以前は何もなかっ




ふさわしい設 備とスタッ プ が必要で、 大学をここまで育てあげて きた歴代の学長を始めと
する諸先輩の努力の賜であろう。
大学の歴史と人の生涯とは何の関係もないはずなのだが、 20年という言葉を聞くと、 ど
うしても20歳前後の若人の姿をだぶ、らせて思い浮かべてしまう。 やはり、 人と同じ よ うに
大学にも若さがもっ未完成の魅力の よ うなものがあるのではないだろうか。
最近、 ある新聞に高名な作家が日本の大学に対する批判の記事を書いていた。 それに よ
ると、 中国や日本では儒教の影響と思われるが、 いわ ゆる先哲の教えが尊重される伝統が










一時期、 本学に職を奉じた者として、 本学が “花盛り" を迎え、そして今後さらに枝葉
を伸ばしてますます発展を遂げる こ とを願ってやまない。
54 随 オド呂"こ出、
富 山 医科薬科大学 と 私
元看護部長
坂 倉 ナ ミ\
故田中角栄元首相の発想による全国の各県に医科系の大学を設置しようという方針のお
陰で、 富山県でも富山医科薬科大学がユニ ー ク な構想、の下に昭和50年に開学されました。
そこまで漕 ぎつけられた富山県及び富山市の関係諸氏の御苦労に深く敬意を表するもので
あります。 引 き続 き、 附属病院の設立準備室が、 県立総合衛生学院に間借りして開設さ
れ、 その後、 研究棟の麻酔科教室、 最後に看護部へと転々と移動しましたが、 この最初か
ら、 かかわり合いを持っていた者の一人として、 当時赤ち ゃ んであった富山医科薬科大学






いただ きましたが、 新しく育って ゆこうとする大学、 それも、 医学と薬学と和漢薬が融合し
た教育研究が模索され、 それが日を追って、 研究業績として積み上げられて ゅくを見るに
つけ、 言葉に言い尽くせない勉強をさせていただいたと感謝申し上げるのみであります。
ここで私がお預り し ていた看護部の事について、 想い出ずるままに書 き留めさせていた
だ きますと、 病院開院時の看護職員の数は、 わずか155名でしたが、 3 年後の施設 完成の
時の病床数は612床で、 300名に増えておりました。 この様に看護職員の定数を満たすこと
が出来たのは、 県当局の肝煎りで、 国立がんセ ンター、 国立東京第二病院、 国立循環器病セ
ンターに新卒者をそれぞれ 2 年間ずつ実務研修に送り、 別途、 国立大学 8 病院へも一年間
ずつの研修生を送っていただいたお陰であります。 その結果平均年齢23歳という若くて優
秀な看護職員が勢 ぞろい致しました。 私も立場上しばしば研修生を訪問し、 お世話になっ
ている子供達から病人が出ていないか、 落伍者がいないか、 ご迷惑をかけていないかと見


















数年前にアメリカのコロン ピア看護大学と、ニュー ヨ ークの看護大学を訪問した ことが
あります。 両大学の学部長は揃って 、教授という立場になって も、臨床看護が大切である
と説かれ、教育と大学での時聞が終わってから、自分の自由時間を割いて、病棟実習にま
た、夜勤に従事しておられると承って 、改めて敬服すると同時に、日本の看護教育に携さ
わる者も この心を忘れてはならないと思った次第です。 これからの看護婦の活躍の場は施
設内にとどまらず、訪問看護や在宅へと広がりつつあります。 病気を看るのではなく、病
人を看取る看護を目指して研績されたいと思います。
